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こ れまでの倫理
審査等の経過お
よび主な議論

申請者の共同研究者が倫理委員会で承認された下記の研究課題で進める。
『がん免疫応答・自己免疫疾患・免疫関連有害事象に関連する自己抗体バイオマーカー探索と解析』　岡山大学津島地区倫理委員会　

申請日：2022/9/13、2023/11/22、2024/7/1、2025/6/28、2025/9/2

審査結果：承認
倫理委員会から示された留意事項と対応：特に記載ありません。

倫理面、 セキュ
リ ティ ー面への

配慮

分譲さ れた情報は、 ToMMoのセキュ リ ティ ・ ポリ シーに沿っ てネッ ト ワーク から 切り 離さ れたスタ ン ド アロ ーン の環境でのみ解析
する 。

その他特記事項 なし

研究目的と 意義

未病・ 健康の維持には免疫監視機構の恒常性維持が極めて重要である 。 個々人の免疫のバラ ン スの異常を 定期的にモニタ リ ン
グ・ 評価でき れば精度の高い先制・ 個別化医療の実現が見えてく る 。 本研究では、 免疫監視履歴と 活動レ ベルを 反映する バイ オ
マーカ ーと し て各種の自己抗体群に着目し 、 免疫のバラ ン スの乱れに起因する 各種の疾患の診断・ リ スク 予測・ 治療法の選択を
実現する ための基礎データ の取得を 行う 。

研究計画概要

末梢血中には健常人でも 各種の自己抗体( I gG, I gM, I gA) が存在する 。 こ れら は未病の段階でも 体内の様々な炎症や免疫応答の履歴
を 反映し ている 可能性が高い。 例えば、 発がんの場合には様々なタ ン パク 質の発現異常を 伴う ため、 「 がん抗原」 と し て腫瘍免
疫学的に分類さ れる 抗原群に対する 自己抗体が血中で検出さ れる 。 こ れら の自己抗体の出現を 指標にすれば、 未病のう ち から 将
来の発症リ スク を 予測でき る 可能性がある 。 こ の様な考え方は古く から 提唱さ れ( 1) 、 様々な自己抗体バイ オマーカ ーの探索が進
めら れてき たが、 未だに実用化には至っ ていない。 こ れは自己抗原のタ ン パク 質側に物性上の問題があり 、 非常に凝集し やすい
抗原が多いため( 2) 、 正し く 抗体価を 定量評価でき る 測定系がこ れまでなかっ た点が上げら れる 。 さ ら に自己抗体の出現パタ ーン
の個人差は大き く 、 自己抗体バイ オマーカ ーを 医療情報と し て有効活用する ためには、 「 網羅性と 定量性」 を 兼ね備えた測定系
が必要である 。 我々はこ の様な問題点を 解決する 新たな測定系の開発に成功し 、 現在120種類以上のヒ ト 自己抗原に対する 自己抗
体が定量評価でき る mul t i -pl ex アッ セイ 系を 完成し ている 。 本研究ではこ のプロ ト タ イ プを 活用し て健常人( 未病時) の自己抗体
出現パタ ーン を プロ フ ァ イ リ ン グし 、 自己抗体群のr ef er ence dat abaseを 完成さ せる 。 こ の解析データ を 岡山大学バイ オバン ク
で収集・ 測定済みの肺がん由来血漿検体中の自己抗体出現パタ ーン と 比較する こ と で、 肺がんにおける 自己抗体出現プロ フ ァ イ
ルを 診断・ 治療法の選択に活用する ための基礎検討を 実施する 。

期待さ れる成果

自己抗体変動の臨床的意義を 明確化する 必要があり 、 本研究で完成する 健常人の自己抗体のr ef er ence dat abaseは、 極めて重要
な基盤データ と なる 。 こ の末梢血中の自己抗体データ から 、 未病から 発病に至る 自己抗体変動パタ ーン が予測でき る よ う に解析
ツ ールを 開発し 、 個別化医療・ 先制医療の実現に貢献し たい。
自己抗体のコ ホート データ は、 疾病の将来予測や治療薬の選択と いっ た個別化医療に資する 成果が期待でき る 。 東北メ ディ カ
ル・ メ ガバン ク 計画で収集さ れる 長期のコ ホート データ には、 こ の検証に最適な検体群の蓄積が期待さ れる ので、 共同で次世代
技術を 開発し ていき たい。

研究題目
免疫モニタリング情報を個別化医療に活用するための自己抗体reference 

database整備
研究期間 2022年 7月 1日　～　2030年9月 30日
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